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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　爆発危険のある領域に使用可能なハウジング（１０）内に配置されているコイル（３０
）とコア（３１）とを有する弁磁石において、
　コイル（３０）とコア（３１）とがハウジング部分に装入された鋳型材（２０）内に埋
設されており、この鋳型材（２０）は、爆発危険のある大気が帯電部分と接触するのを妨
げ、同時に固定および電気的絶縁の働きをし（鋳型カプセル封じ）、
　コイル（３０）の接続部材（４１）が、内部での爆発時に所定の圧力に耐え、かつ爆発
が周囲に伝播するのを妨げるハウジング部分（１１）内に配置されており（防炎容器）、
　ハウジング部分（１１）の端部にキャップ（１７）がハウジング部分（１１）を閉じる
ように配設されており、
　キャップ（１７）は突出部（１７ａ)を有し、突出部（１７ａ)はハウジング部分（１１
）の端面の開口部（１８）と相補的に係合し、突出部（１７ａ）の所定の長さが開口部（
１８）内へ延伸してオーバーラップし、突出部（１７ａ）と開口部（１８）の間に発火破
壊を防止するギャップが形成されている、
　ことを特徴とする弁磁石。
【請求項２】
　電気的接続部材（４１）が鋳型材（２０）を超えて突出し、部分的に、耐圧カプセル封
じハウジング部分（１１）内のチャンバに延伸している、
　ことを特徴とする請求項１に記載の弁磁石。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、爆発危険のある領域で使用可能なハウジング内に配置されているコイルとコ
アとを有する弁磁石に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このような弁磁石はかなり以前から知られており、たとえば特許文献１または特許文献
２に記載されている。
【０００３】
　極めて多様な発火防止方式が公知である。ＩＥＣもしくはＥＮ（ＥＮ５００１４ｆｆ）
による発火防止方式は、「耐圧カプセル封じ（ＥＥｘｄ）」、「強化安全性（ＥＥｘｅ）
」、「高圧カプセル封じ（ＥＥｘｐ）」、「固有安全性（ＥＥｘｉ）」、「油カプセル封
じ（ＥＥｘｏ）」、「砂カプセル封じ（ＥＥｘｄ）」、「鋳型カプセル封じ（ＥＥｘｍ）
」である。
【０００４】
　さらに、防爆磁石に対して、上記の「純粋な」発火防止方式を用いるだけでなく、これ
らの発火防止方式の組み合わせ、たとえば発火防止方式「鋳型カプセル封じ」と「強化安
全性」との組み合わせ、または「耐圧カプセル封じ」と「強化安全性」との組み合わせを
用いる構造が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ドイツ実用新案第９００３３４３号明細書
【特許文献２】合衆国特許第５１３８２９２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、冒頭に記載した種類の防爆弁磁石を改良して、外部導体の接続領域で
発火防止方式「耐圧カプセル封じ」を実現するとともに、簡単かつ廉価に製造可能である
ようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題は本発明により冒頭に記載した種類の弁磁石において、コイルとコアとがハ
ウジング部分に装入された鋳型材内に埋設されており、この鋳型材は爆発危険のある大気
が帯電部分と接触するのを妨げ、同時に固定および電気的絶縁の働きをし（鋳型カプセル
封じ）、さらにコイルの接続部材が、内部での爆発時に所定の圧力に耐え、かつ爆発が周
囲に伝播するのを妨げるハウジング部分内に配置されていること（耐圧カプセル封じ）に
よって解決される。
【発明の効果】
【０００８】
　ハウジングを２つのハウジング部分に区分し、一方のハウジング部分が発火防止方式「
鋳型カプセル封じ」を実現し、他方のハウジング部分が発火防止方式「耐圧カプセル封じ
」を実現するようにしたことの大きな利点は、コイルとコア、特に磁石封入スリーブが、
耐圧室の一部ではないということである。そのためこのハウジング部分は、耐圧カプセル
封じにおいて発火破壊防止ギャップのために必要である複雑なはめ合いを不要にできる。
さらに、所定の最小長さを要するこのようなギャップを回避することにより、磁石の構造
寸法を小さくできる。
【０００９】
　このような弁磁石においては、製造が簡単であるだけでなく、鋳型材でカプセル状に封
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じられたコイルとコアまたは磁石封入スリーブが標準部材として提供され、その結果とし
て在庫規模を縮小できることも有利である。それにもかかわらず、第２のハウジング部分
内に配置されて耐圧カプセル状に封じられた室内で外部導体は接続可能である。
【００１０】
　本発明のその他の利点および特徴は、以下の本発明の実施例の説明および図面により明
らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の弁磁石の分解図である。
【図２】図１に示した本発明による弁磁石の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１および図２に示された弁磁石はハウジング１０を有しており、ハウジング１０はハ
ウジング部分１１、１２に区分されている。
【００１３】
　発火防止方式「鋳型カプセル封じ、ＥＥｘｍ」を実現するハウジング部分１２では、鋳
型材２０内にコイル３０とコア３１とが埋設されている。コイルは可動子を受容するため
の貫通孔３２を有している。この可動子により公知のように爆発危険のある環境内で弁が
操作可能である。さらに、鋳型材２０内には電気的接続部材４１が埋設されていて、ハウ
ジング部分１２を端面側で閉じている鋳型材２０から突出している。鋳型材２０は防爆危
険のある大気を隔離するとともに、固定および電気的絶縁の働きをする。
【００１４】
　コイル３０を操作する目的で導電体を接続するために用いるこれらの接続部材４１は、
発火防止方式「耐圧カプセル封じ」を実現する他方のハウジング部分１１内に配置されて
いる。外部導体は開口部１４を通して耐圧カプセル状に封じられたハウジング部分１１の
内室に導入される。
【００１５】
　ハウジング部分１１は、端面側がキャップ１７によって閉じられている。キャップ１７
はこれに形成された突出部１７ａでハウジングの端面側の開口部１８と係合し、しかもこ
の突出部１７ａが所定の長さにわたって当該突出部１７ａに対して相補的に形成された開
口部１８と重なり、突出部１７ａと開口部１８との間に発火破壊防止ギャップを形成する
ようになっている。さらに、組み立てた状態でキャップ１７とハウジング１０との間に配
置されているシーリング６０を設けることができる。
【００１６】
　ハウジング部分１１は、その内部で爆発危険のある混合物が爆発した際に、規格で定め
た所定の圧力に耐え、ハウジング１０の周囲へ爆発が伝播するのを妨げるように形成され
ている。
【００１７】
　上述した弁磁石の利点は、ハウジング部分１２の鋳型カプセル封じ、ひいては組み合わ
せた発火防止方式ＥＥｘｍｄ（鋳型カプセル封じと耐圧カプセル封じ）を実現した防爆弁
磁石が、簡単に、それゆえ廉価に製造可能なことである。
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